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基本情報（2018年4月時点）



特定健診受診率の推移



被保険者保健指導実施状況

被扶養者は2017年度
まで未実施



被保険者特定保健指導終了率

13.3％⇒26.5％
（2017） （2018）

被扶養者特定保健指導終了率

0％⇒25.4％
（2017） （2018）

法定報告値



当健保の被扶養者向け保健事業

• 2004～2012年 けんこう家族セミナー実施

• 2008年～ 家族巡回健診開始

• 2013年～ 家族巡回健診時個別保健指導実施

• 2015・2016年 健診後フォロートライアル実施

• 2017年 積極的支援対象者フォロー実施

春の巡回のうち2・3会場、約30名に案内→約10名参加

電話と文書でのフォロー実施

対象者：収縮期血圧140以上、拡張期血圧90以上、 BMI25以上、

腹囲85/90㎝以上（2016年より）、いずれかに該当

主に春の巡回会場で実施、約400名/年

春の巡回受診者の積極的支援対象者18名に案内→2名参加



被扶養者特定健診状況

特定健診の主な受診場所
①家族巡回健診
②神鋼記念会総合健康管理センター／新神戸ドック
③集合契約医療機関 ④パート先等健診結果提出

被扶養者特定健診状況(法定報告数) 2018 2017 2016 2015 2014 2013

特定健診対象者(人) 7045 7304 7502 7759 8046 7743

特定健診受診者(人) 3014 3117 3222 3258 3247 2928

特定健診受診率 42.8% 43.5% 42.9% 42.0% 40.4% 37.8%

動機づけ支援対象者(人) 135 133 137 153 141 117

積極的支援対象者(人) 46 47 56 66 50 43

特定保健指導対象者/受診者 6.0% 5.8% 6.0% 6.7% 5.9% 5.5%

動機づけ支援対象者/受診者 4.5% 4.3% 4.3% 4.7% 4.3% 4.0%

積極的支援対象者/受診者 1.5% 1.5% 1.7% 2.0% 1.5% 1.5%



家族巡回健診の概要

• 春（6～7月）と秋（10～11月）の実施

• 春は兵庫県内11会場16日間、受診者約1700人

• 秋は遠隔地含め14会場14日間、受診者約1000人

※39歳以下も含む

• 同日に乳がん検診（超音波検査、一部会場のみマ
ンモグラフィー実施可）、大腸がん検診容器配布、
歯科検診、骨密度測定を実施可能

（秋のみインフルエンザ予防接種も実施）







2018年度特定保健指導概要



6月－7月

8月



時期 実施内容（本部保健師6名で分担して実施） 結果など 備考 

2018年 

6-7 月 

初回面接① 

BMI・腹囲基準該当者250 名への健診時保健指導 

（腹囲 85／90 ㎝以上・BMI25 以上いずれか該当） 

  

8 月 初回面接② 

特定保健指導対象者 66名への電話支援 

（内訳：動機付け 45 名、積極的 21名） 

53 名に初回面接介入済 

（動39名、積 14 名） 

初回介入率 

80.3％ 

（53/66） 

9-11 月 継続支援 

積極的支援 14名への電話・文書・メール支援 

3 名は途中で支援中断  

12 月 最終評価・参加者アンケート 

評価文書を50名に送付（動機付け39、積極的11）  

27 名返信  

2019年 

1 月 

最終評価（再） 

未返信者23名に評価文書再送付 

腹囲無記載者5名中 4名にメジャー送付 

11 名返信、総返信数 38

名（動 28名、積 10名） 

腹囲 3名返信 

介入継続率 

71.7％ 

（38/53） 

2 月 特定保健指導終了者数確認 

返信者の内腹囲漏れ2名、積ポイント不足2名は未達 

 

特定保健指導終了者34名 

（動27名、積 7名） 

 

春巡回特保 

終了率 51.5％

（34/66） 

 

初回面接完了者の内 

最終評価までできた人数 



アンケート結果（回収数28/50名）

83％の参加者が今回の保健指導に満足し、74％の方は生活習慣を改善できたと感じている。
69％の方が今後のサポート（保健指導）利用に関心はある。



2018年度特定保健指導まとめ

• 春の巡回受診対象者66名の80.3％に初回面接を完
了し、特定保健指導終了率は51.5％

• 課題は、平日に連絡が取りにくい方が一定数いるた
め電話介入には限界がある点、積極的支援対象者
が増えると保健師の負荷が上がる点

• 保健師からは、対象者の前向きな姿勢から保健指
導の意義・効果を感じたという声が多く、被扶養者へ
の保健指導を実施することは健保組合の責務だと
再認識

終了率25.4％（法定報告値）



2019年度特定保健指導実施概要

• 春・秋の巡回健診及び神鋼記念会総合健康管理セ
ンター受診者の特定保健指導対象者に対し、外部
委託にてICTを用いた特定保健指導を実施

→居住地を問わず特定保健指導を提供可能に

• 対象者が自ら申し込み、アプリを入れることが必要
なので、参加率の向上が課題
●春の巡回健診においては、健診当日の保健指導を継続実施
し、リーフレットを用いて特定保健指導の紹介を行い、特保対象
者となった際は積極的に利用するように案内
●秋の巡回健診及び総合健康管理センターにおいては、腹囲・
BMI該当者に健診スタッフよりリーフレットを配布


